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野口健さん登山家

　
の
ぐ
ち
・
け
ん
　
１
９
７
３
年
米
国
生
ま
れ
。
高
校
時
代

か
ら
登
山
を
始
め
、
9
9
年
2
5
歳
で
７
大
陸
最
高
峰
世
界
最
年

少
登
頂
記
録
。
エ
ベ
レ
ス
ト
や
富
士
山
で
の
清
掃
活
動
継

漸

･!●レ
]争

l?゛'-7嘔

テ
ン
ト
村
の
効

テ
ン
ト
村
の
支
援
を
考
え

た
理
由
は
？

　
野
口
　
車
中
泊
避
難
に
よ
る
工

コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ズ
症
候
群
（
運
動

・
水
分
不
足
等
で
生
じ
た
血
栓
が

肺
動
脈
を
ふ
さ
ぎ
突
然
死
を
招

く
）
を
知
っ
た
時
、
テ
ン
ト
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
で
き
、
足
を

伸
ぱ
せ
る
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
と
考
え
ま
し
た
。
工
ベ
レ
ス

ト
で
は
、
安
全
に
登
る
た
め
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
で
心
身
共
に
快
適
に

過
ご
す
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。
避

難
生
活
は
元
の
生
活
に
戻
る
ス
テ

ッ
プ
で
す
。
避
難
生
活
と
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
の
考
え
方
は
似
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。

　
片
岡
熊
本
で
は
震
度
７
が
続

き
、
屋
内
避
難
所
は
不
安
で
し

た
。
首
都
直
下
や
南
海
ト
ラ
フ
地

震
で
も
同
様
の
状
況
が
想
定
さ
れ

　
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
の
被
災
地
で
テ
ン
ト
村
道
難
所
を
開
設

し
、
５
７
１
大
の
被
災
者
を
ケ
ア
し
た
登
山
家
の
野
口
健
さ
ん
と

岡
山
県
総
社
市
は
そ
の
経
験
を
新
し
い
避
難
シ
ス
テ
ム
と
し
て
発

展
さ
せ
、
首
都
直
下
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
。
野
口
さ
ん
と
片
岡
聡
一
市
長
に
意
義
と
今
後
の
展
開

を
聞
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
　
北
村
理
）

医」

課
題
は
？

営
も
請
け
負
い
ま
し
た
が
、
よ
そ

者
だ
か
ら
と
い
っ
て
失
敗
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
総
社
市
は
国
連
登
録

の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

　
（
岡
山
県
）
と
国
内
外
の
被
災
地

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
熊
本
で

は
じ
め
て
避
難
所
運
営
を
し
ま
し

た
が
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
プ
ロ
の
野

口
さ
ん
と
組
ん
で
こ
そ
可
能
だ
？

た
と
思
い
ま
す
。

　
野
口
　
テ
ン
ト
は
環
境
に
合
わ

く
の

続
。
亜
細
亜
大
客
員
教
授
。
総
社
市
環
境
観
光
大
使
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
ピ
ー
ク
・
エ
イ
ド
」
代
表
理
事
。
近
著
に
「
震
災

が
起
き
た
後
で
死
な
な
い
た
め
に
」
　
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）

S-･

･

‘
一
ｌ
ｌ

ま
す
。
テ
ン
ト
は
安
全
な
場
所
を

選
べ
ば
、
す
ぐ
設
置
で
き
ま
す
。

　
野
口
　
実
際
、
地
震
か
ら
1
0
日

後
に
は
テ
ン
ト
村
を
開
設
で
き
ま

し
た
。

　
片
岡
　
総
社
市
は
地
震
の
翌
日

か
ら
益
城
町
で
物
資
・
医
療
支
援

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
野
口
さ
ん

か
ら
相
談
が
あ
っ
て
す
ぐ
益
城
町

と
テ
ン
ト
村
の
場
所
を
決
め
ま
し

た
。
　
野
口
　
テ
ン
ト
は
１
５
６
張
を

設
置
、
最
高
時
１
５
６
世
帯
、
５

７
士
人
が
利
用
し
、
閉
村
後
も
ご

自
宅
で
使
用
し
て
い
た
方
は
い
ま

し
た
。

な
ぜ
迅
速
な
支
援
が
可
能

だ
っ
た
の
か
？

　
野
口
　
熊
本
地
震
の
１
年
前
の

ネ
パ
ー
ル
地
震
も
余
震
が
続
き
、

屋
内
は
危
険
だ
っ
た
の
で
、
テ
ン

ト
を
支
援
し
、
役
立
つ
と
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　
片
岡
　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

か
ら
「
大
規
模
災
害
被
災
地
支
援

に
関
す
る
条
例
」
を
設
け
ま
し

た
。
市
長
権
限
で
即
座
に
支
援
が

で
き
る
と
い
う
条
例
で
、
予
算
は

年
間
１
千
万
円
で
す
。
自
治
体
に

よ
る
支
援
は
被
災
地
の
自
治
体
の

μ

熊
本
県
益
城
町
テ
ン
ト
村
の
経
緯

せ
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

強
風
対
策
を
し
た
り
、
熱
中
症
防

止
の
た
め
に
日
よ
け
を
設
置
。
ま

た
、
ト
イ
レ
の
使
用
状
況
は
健
康

状
態
に
直
結
し
ま
す
。
使
い
や
す

い
よ
う
に
、
慣
れ
た
洋
式
に
し
、

ヽ
つ
・
判

か
た
お
か
・
そ
う
い
ち
　
昭
和
3
4
年
、
岡
山
県
総
社
市
生

ま
れ
。
青
山
学
院
大
法
学
部
卒
業
後
、
橋
本
龍
太
郎
事
務
所

入
所
。
内
閣
総
理
大
臣
公
設
第
一
秘
書
、
行
政
改
革
・
沖
縄

」
＝
一
一
’

敷
地
内
に
分
散
さ
せ
、
清
潔
さ
を

保
ち
ま
し
た
。
女
性
、
子
供
用
ト

イ
レ
は
安
全
に
も
配
慮
し
ま
し

た
。
幸
い
、
１
ヵ
月
超
の
テ
ン
ト

村
生
活
で
体
調
を
崩
し
た
方
は
い

’
ま
せ
ん
で
し
た
。

iゝ

北
方
担
当
大
臣
大
臣
秘
書
官
を
歴
任
後
、
平
成
1
9
年
か
ら
総

社
市
長
。
「
障
が
い
者
千
人
雇
用
推
進
条
例
」
制
定
。
倉
敷

芸
術
科
学
大
学
客
員
教
授
、
全
国
市
長
会
経
済
委
員
長
。

※テント村運営スタッフ(のべ人数)ド岡山県総社市79人ド同備前市

　10人S･香川県丸亀市13人･･高知･徳島県自治体14人ト総社市

　民ボランティア10人ト同市建設業協同組合17人ト岡山･十字屋

　グループ2人トＮＰＯ法人｢ﾋﾟｰｸ･エイド｣3人(代表、野口健氏)

　加･医療NGOrAMDA｣30人(看護師、しんきゆう師等)

　
－
今
後
の
展
開
は
？

　
片
岡
迅
速
、
安
全
、
快
適
な

新
し
い
避
難
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

ま
す
。
総
社
市
は
香
川
県
丸
亀
市
、

岡
山
の
経
済
界
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
組

み
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
被
災
す

る
高
知
、
徳
島
を
支
援
す
る
「
南

海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
避
難
者
数
を
２
３

０
万
人
と
想
定
し
、
被
災
地
で
は

避
難
場
所
は
不
足
す
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
彼
ら
は
被
災
地
以
外
の

自
治
体
で
避
難
者
の
受
け
入
れ
を

提
案
し
て
お
り
、
総
社
市
は
予
算

化
も
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
野
口
　
全
国
を
回
り
チ
ン
ト
村

要
請
で
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

自
治
体
自
身
が
被
害
を
受
け
た
場

合
、
支
援
要
請
す
る
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
、
支
援
す
る

自
治
体
が
自
主
的
に
、
一
刻
も
早

く
被
災
地
に
向
か
い
、
被
災
者
を

救
う
こ
と
が
現
実
的
だ
と
考
え
た

の
で
す
。

　
野
口
　
テ
ン
ト
村
を
設
置
す
る

際
に
、
公
平
性
が
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
車
中
泊
し
て
い
た
全
員
が

テ
ン
ト
村
に
入
れ
な
い
と
、
設
置

は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
現
地
の

意
見
で
し
た
。
し
か
し
、
車
中
泊

の
影
響
で
亡
く
な
る
人
（
今
年
４

月
現
在
、
車
中
泊
経
験
者
の
死
者

数
4
1
人
）
が
増
え
る
の
は
目
に
見

え
て
い
た
の
で
、
急
い
だ
の
で

す
。
　
片
岡
　
行
政
に
と
っ
て
公
平
性

を
担
保
す
る
の
は
大
切
で
す
。
し

か
し
、
そ
れ
は
平
時
の
こ
と
で

す
。
非
常
時
は
、
少
し
で
も
は
や

く
、
丁
人
で
も
多
く
の
人
の
命
を

救
お
う
と
い
う
判
断
が
必

要
で
す
。
　
　
　
　
　
　

㈲

の
効
用
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
首
都
直
下
地
震
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
東
京
都
の
小
池

百
合
子
知
事
に
提
案
し
ま
し
た
。

東
京
は
多
く
の
帰
宅
困
難
者
が
で

ま
す
が
、
東
京
は
公
園
が
多
く
テ

ン
ト
が
張
り
や
す
い
。
渋
谷
区
と

訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
片
岡
　
助
け
上
手
は
助
け
ら
れ

上
手
で
す
。
総
社
市
は
多
く
の
職

員
を
被
災
地
に
派
遣
し
て
き
ま
し

た
。
熊
本
で
は
「
南
海
ト
ラ
フ

｜

　
野
口
　
５
７
１
人
の
入
居
者
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変
で

し
た
。
の
べ
計
１
８
０
入
超
、
１

日
５
～
７
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
、
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾

け
生
活
環
境
を
改
善
し
ま
し
た
。

　
片
岡
　
被
災
自
治
体
は
被
害
確

認
と
人
命
救
助
で
手
い
っ
ぱ
い
で

す
。
益
城
町
も
余
裕
が
な
く
、
運

総社市長片岡聡一さん

の
加
盟
自
治
体
も
参
加
し
ま
し

た
。
支
援
し
た
経
験
は
自
分
た
ち

の
自
治
体
が
被
災
し
た
時
、
生
き

て
く
る
で
し
ょ
う
。
今
後
、
犠
牲

者
ゼ
ロ
ヘ
の
取
り
組
み
を
進
め
る

一
方
ハ
周
到
な
準
備
が
災
害
対
策

と
し
て
根
付
く
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
４
日
午
後
６
時
半
か
ら
、
東
京

都
千
代
田
区
丸
の
内
１
の
３
の
２

の
三
井
住
友
銀
行
東
館
１
階
で
、

野
口
氏
と
片
岡
市
長
の
ト
ー
ク
開

催
。
参
加
無
料
。
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